
私たちは桜井さんに期待します
　桜井ゆみこさんとは中学校からの友人です。何事にも一生懸命に取り組む
人です。埼玉県川口市で市議の実績もあります。今度は生まれ育った故郷北
見のために頑張って下さい。� 元東陵中学校３年Ｇ組同級生　吉田朋美

　私には０歳の息子がいますが、成長が楽しみな反面、先のお金の心配もつ
きません。小さいうちは病院に罹る機会が多いと思います。中学生まで医療
費が無料化になれば、風邪ひとつとっても病院に行きやすくなります。医療
費を気にせず安心して子育てできる北見市にしてほしいです。

春光町　深井　麗

　何事にもたじろがない人。いとも簡単に「じゃ行ってみましょう」「それ
はやらなきゃ !!」と、くよくよしないで大胆に前に向かっていく姿は頼もし
い限りです。女性としての〝目〟と〝感性〟を存分に発揮して、働いてくれ
るその日を、とても楽しみに応援します。� 北進町（元市議）　大場ヨシ子

　私は第二次世界大戦の生き残りです。今も時々、手足バラバラに吹き飛ば
された戦友の夢を見て苦しくなります。
　戦後70年間、日本の私たちが殺し、殺されなかったのは憲法９条のおかげ
です。だから「改憲の発議」や戦争のための資金調達としか思えない消費税
10％の値上げなど何としても止めさせたい。
　この声を地方から広げることが大事だと思います。共産党の議員さんに頑
張ってほしい、心から期待します。� 越智忠利（95歳）
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主な活動地域
中の島・南仲町・南町・泉町・桜町・朝日町・清月町・川東・田端町・春光町・並木町・文京町・柏陽
町・曙町・小泉・ひかり野・若松・公園町・大町・三住町・三楽町・青葉町・高砂町・東陵町・東条丁
目・西条丁目・大通東・大通西・幸町・山下町・美芳町・北進町・端野町全域
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　みなさんこんにちは。桜井ゆみこです。故郷・北見に帰ってきました。こ
のたび、市議選への立候補を決意いたしました。
　だれもが安心して子育てできるまち、学び遊び仕事ができるまち、人生を
ゆたかに生きることのできるまち、そんな北見を目指してみなさんと力を合
わせてがんばる決意です。
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日本共産党北見地区委員会は桜井ゆみこの活動について発表しました。



桜井ゆみこは母と子、お年寄りみんなの幸せを
願って活動してきました。これからも…
子どもの成長を守る目線で 経験豊富なエキスパート

　埼玉県
川口市で
市議会議
員をして
いたとき
には、「子
どもの口
に入るも
の に 安

　桜井さんの得意分野は生活相
談。何でもござれ。さすがに経験
豊富で「生活相談のエキスパート」
と私は思っています。
　今度、また市議会に行けば活躍
すること間違いなし！どうしても
市議会に必要な人です。私も応援
に駆け付けます！

埼玉県　奥田智子
全、安心を」と、学校給食に出さ
れる果物を食酢洗浄に切りかえる
ことを提案。これには市の担当者
からも感謝されています。

　私が町会長をして
いたとき、数年来の

ゲリラ豪雨で、町内
の半分

が床上、床下浸水に
悩まされたことがあ

りました。このこと
を桜井

市議に訴えたところ
、真摯に向き合って

下さり、色々とアド
バイス

を受け、市に対策案を
添えて要望書を提出

しました。おかげさま
で、

近くの貯水池に雨水
を流す施設がつくら

れ、水害はなくなりま
した。

　このことを通じて
、桜井市議の熱意と

困っている人にやさ
しく手

を差し伸べる姿勢に
深く感動しました。「

福祉の増進を図るこ
とが

地方自治体の責務」
という信念を持った

桜井ゆみこさんの姿
勢にい

つも共感しています
。

　みなさんのご健闘
をお祈りしています

。
埼玉県川口市　井上　薫

　全道的に
中学校卒業
まで子ども
の医療費無
料化が広が
る中、北見

市は通院で就学前にとどまってい
ます。
　紋別市はじめほとんどの町村が
実施済みです。若い世代への子育
て支援は待ったなしで、通院も中
学校卒業まで実現をめざします。

若い世代の支援を
拡大させましょう！

―子ども医療費
　水道事業は、公的事業なのに税
が投入されないことで、収入の少
ない市民ほど負担感の大きな事業。
　市は水道事業が独立採算制であ
ることを理由に減免制度の導入に
は否定的です。低所得者や障がい
者に配慮
した減免
制度の実
施を求め
ます。

減免制度で〝弱き〟を支える
制度にして下さい！

―水道料金

これらの実現も急がれます
◎払える国民健康保険に
―約６億円の基金を活用した保険料減免を求めます。
―恒常的低所得者を減免制度の対象にする制度改正を求めます。
―資格証明書の発行をやめさせます。

◎安心できる介護制度へ
―介護保険制度から軽度者の介護サービスをはずす動きに反対します。
―地域総合支援事業の水準の維持を求めます。

◎次の世代に引き継げる基幹産業づくりを
―ＴＰＰ、日欧ＥＰＡなどに反対し、基幹産業を守ります。

◎若者が心配なく学べる環境を
―高校生に対する給付制奨学金を維持・拡大します。
―一定の市内勤務を条件に、大卒者に給付型奨学金を支給します。


